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1. 緒言 

近年の子どもたちは，体力低下が問題視され

ており，子どもたちの多くが，屋外で遊ぶこと

よりも家の中で遊ぶようになってきている．外

で遊ぶ習慣を植え付けることで，子どもたちの

体力低下の問題も解消されていくであろう．   

現代では，子どもの数が年々減少傾向にある．

中でも，一人っ子の家庭が増えている．一人っ

子の性格の特性は，非社交的，非協調的，利己

的，落ち着きのなさなどが論文から挙げられて

いる．文献の結果からも示されている通り，一

人っ子はさまざまな分野において有意に劣る

結果を示している．一人っ子が兄弟のいる子ど

もと比較して，優れている部分と劣っている部

分を明らかにすることを目的とする． 

2. 対象および方法 

対象は，K 幼稚園年中・年長児計 157 名(男

児 85名，女児 72名)で実施した． 

方法は，25ｍ走,軟式ボール投げ，片足連続

跳び，立ち幅跳び，腕立て支持，反復横跳び，

片足立ちの 7種目を測定する． 

3. 結果と考察 

一人っ子は兄弟姉妹のいる子どもと比較し

て，運動能力が劣っているのは認められたが，

有意な差は認められなかった．女児の成績の方

が，男児を大きく上回っており腕立て支持，片

足立ちの 2 項目は男児を大きく上回る結果に

なった．年中・年長を比較してみると，年長児

が年中児をすべての面で上回っており，学年が

あがるにつれ成績が良くなっていることが示

唆される． 

今回，年中児と年長児に焦点をあてて調査を

行ったが，全体の結果として年中，年長両方と

も女児の方が男児よりも成績が大きく上回っ

ていた．女児のほうが男児よりも成績が良かっ

たのは，女児は男児よりも発育発達が早く，集

中力が高いということが要因として推察され

る． 

一人っ子が兄弟姉妹のいる子と比較して,運

動能力が劣るという仮説が棄却された理由と

して，平均でみると一人っ子が兄弟姉妹のいる

子どもと差がなかったことが大きな要因だと 

 

推察される．また，幼稚園で実施している体操

教室やサッカー教室に通っている子どもも大

勢おり，一人っ子の子どもも同じく通っている

ため，大きな差が出なかったと推察される．研

究で明らかになったことは，3人兄弟の二男で

ある子どもの運動能力が高いということであ

る.なぜなら二男の子どもは兄弟の間に挟まれ

ていて，兄弟たちと一緒に遊ぶことで，高い運

動能力を自然と身につけることができており，

今回のこの結果になったと考えられる.一人っ

子の研究を調査した結果から，一人っ子も兄弟

姉妹のいる子どもの家庭環境や自然環境など

が変化することで，運動能力が上がると考察す

る.今回の 7 項目全て平均を上回っていた子ど

もの共通点は，身長，体重が平均値をわずかに

上回ることである． 

4. まとめ 

本研究では，一人っ子が運動能力において劣

る傾向を示した理由として，外遊びが少ないこ

とや家庭環境，特に保護者が子どもと遊ぶ時間

が少ないことが大きく関係していると示唆さ

れる． 
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